
総合メディカルホールディングス＜9277＞、ポラリスと組んでMBOで
非公開化

総合メディカルホールディングスは5日、経営陣による買収（MBO）を受け入れて非公開化すると発表
した。経営陣の要請を受け、投資会社のポラリス・キャピタル・グループ（東京都千代田区）が総合メ
ディカルに対してTOB（株式公開買い付け）を実施し、全株取得を目指している。買付代金は最大約7
63億円。総合メディカルの創業者で元社長の小山田浩定現相談役、坂本賢治社長らのほか、25.52％の
株式を保有する筆頭株主の三井物産などはMBOに賛同している。

総合メディカルは1978年に小山田氏らが設立し、医療機関に対する医療機器のリースやコンサルティ
ング業務を主力に事業を展開。調剤薬局事業も柱の一つに育っている。2001年に東証1部に上場。中長
期的に企業価値を保持・育成するためには、機動的な意思決定を可能にする経営体制の構築が望ましい
と判断し、非公開化に踏み切る。

買付主体となるのはポラリスが全額出資して設立したPSMホールディングス（東京都千代田区）。買付
価格は1株あたり2550円で、TOB公表前日の終値2022円に26.11％のプレミアムを加えた。買付予定
数は2993万4823株で、下限は所有割合66.67％に相当する1995万6600株と設定した。

買付期間は2月6日～3月23日までの30営業日。公開買付代理人は野村証券。決済開始日は3月30日。


